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令
和
八
年
（
二
〇
二
六
）
三
月
末
を
も
っ
て
、
小
島
孝
夫
先
生
が
ご
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
『
日
本

常
民
文
化
紀
要
』
第
四
十
号
は
、
小
島
孝
夫
教
授
退
任
記
念
号
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

小
島
孝
夫
先
生
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）、
埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
。
武

蔵
野
美
術
大
学
造
形
学
部
彫
刻
学
科
を
ご
卒
業
後
、
筑
波
大
学
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
修
士
課
程
に
進
学
さ

れ
、
千
葉
県
立
大
利
根
・
安
房
・
関
宿
城
博
物
館
に
学
芸
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
に
成
城
大
学
へ
着
任
さ
れ
、
以
来
三
十
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
本
学
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
。
ご

在
職
中
、
学
部
で
は
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」「
文
化
史
概
論
」「
文
化
史
基
礎
演
習
」「
文
化
史
実
習
」「
博
物
館
実

習
」「
成
城
学
〈
柳
田
國
男
と
民
俗
学
〉」、
大
学
院
で
は
「
日
本
常
民
文
化
研
究
」「
日
本
常
民
文
化
特
殊
研

究
」
な
ど
を
担
当
さ
れ
た
。
学
科
・
専
攻
だ
け
で
な
く
、
博
物
館
学
芸
員
課
程
の
教
育
を
中
心
と
な
っ
て
牽
引

さ
れ
、
多
く
の
博
物
館
学
芸
員
を
育
て
て
こ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
二
〇
二
五
年
度
ま
で
民
俗
学
研
究
所
所
長
と
し
て
、
柳
田
國
男
自
筆
原
稿
デ
ジ
タ



二

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
公
開
、
東
京
都
西
多
摩
郡
彫
刻
調
査
に
関
す
る
協
定
の
締
結
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
立
大
学

と
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
の
締
結
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
、
研
究
所
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
た
。
さ
ら
に
学
外
で
は
、

文
化
庁
文
化
審
議
会
専
門
委
員
な
ど
数
多
く
の
要
職
を
務
め
ら
れ
た
。
近
年
、
博
物
館
や
学
芸
員
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
先
生
は
官
公
庁
や
自
治
体
と
の
橋
渡
し
役
を
積
極
的
に
担
わ
れ
、
文
化
財
保

護
法
の
一
部
改
正
や
無
形
文
化
財
登
録
制
度
の
創
設
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
。

　

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
小
島
先
生
の
ご
専
門
は
民
俗
学
の
中
で
も
、
と
く
に
地
域
自
治
論
（
生
業

論
・
環
境
論
）
で
あ
る
。
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
教
員
紹
介
に
は
、「
漁
村
等
で
暮
ら
す
人
び
と
の
更
新
性
資

源
の
伝
統
的
な
利
用
慣
行
の
分
析
を
と
お
し
て
、
動
植
物
等
の
天
然
資
源
を
持
続
的
に
利
用
す
る
た
め
の
資
源

管
理
の
思
想
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
」
と
あ
る
。
一
読
し
た
だ
け
で
は
難
解
な
文
章
で
あ
る
が
、
以
前
、

先
生
の
ご
論
文
「
広
域
民
俗
誌
の
試
み
」（
田
中
宣
一
・
小
島
孝
夫
編
『
半
島
の
く
ら
し
―
広
域
民
俗
誌
の
試

み
―
』
慶
友
社
、
二
〇
〇
九
年
）
を
拝
読
し
て
い
た
際
、

価
値
観
が
多
様
化
し
、
社
会
構
造
が
錯
綜
し
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
生
活
が
何
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ

う
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
由
な
個

人
と
し
て
ふ
る
ま
っ
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
だ
け
で
、
実
際
は
間
接
的
に
不
特
定
多
数
の
人
び
と
に
支

え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
と
い
う
の
が
現
代
社
会
を
生
き
る
私
た
ち
の
姿
な
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

と
の
文
章
が
印
象
に
残
っ
た
。
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
我
々
の
「
生
活
が
何
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
支
え
ら
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れ
て
い
る
の
か
」
を
、
先
生
は
現
地
で
の
調
査
や
民
具
の
実
測
に
よ
っ
て
追
究
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
拝
察
す
る
。
先
生
は
大
学
で
お
会
い
す
る
た
び
、「
昨
日
ま
で
学
生
と
熊
本
に
行
っ
て
き
た
ん
だ
よ
」、「
明

日
は
飛
行
機
で
与
論
島
に
行
く
ん
だ
よ
」
と
、
各
地
で
の
調
査
の
話
を
楽
し
そ
う
に
聞
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

と
に
か
く
い
つ
も
日
本
中
を
飛
び
回
っ
て
お
ら
れ
る
方
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
「
現
場
」
を
大
切
に
し
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
徹
底
的
に
行
い
、
人
々
の
生
活
と
真
摯
に
向
き
合
う
学
問
的
姿
勢
は
、
き
っ
と
多
く
の

後
進
た
ち
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

先
生
、
こ
の
た
び
は
ご
定
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
各
所
へ
お
出
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
お
体
に
お
気
を
つ
け

て
、
実
り
多
き
日
々
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
先
生
の
ま
す
ま
す
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


